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第１研究棟 2 階大会議室 
    岡田随象先生は遺伝統計学の手法により疾患病態解明の研究

を一貫して行われて来ました。これまでに日本人やアジア人に
おける肥満、腎機能やリウマチと遺伝子の相関（１、２、３）
の発見など新しい学問領域の発展に寄与されています。さらにバ
イオインフォマティックスと遺伝学を組み合わせた画期的なコン
ピューター解析法を開発され、国際的な共同研究により、新たな
リウマチの候補遺伝子を同定され、これに基づくゲノム創薬を提
唱されています（４）。この度、最近の知見を含めましてご講演を
拝聴すべく招聘致しましたので皆様のご参集をよろしくお願い致
します。 
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